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平成３０年度　第２回　都市地域セミナー�

「鉄道遺産・鉄道資産を生かしたまちづくりVol.2」�

　　日　 時 ： 平成3１年2月28日（木）１8：30～20：30　	
　　会　 場 ： TKP札幌ビジネスセンター　５F（カンファレンスルーム）	
　　　　　　　    札幌市中央区北３条西３丁目1-44 ヒューリック札幌ビル	
　　参 加 費 ： 無　料 （定員100名）	

主　催 ： 公益社団法人 日本都市計画学会北海道支部 

共　催 ： 北海道鉄道観光資源研究会 

後　援 ： (予定） 北海道開発局、北海道、札幌市、北海道市長会、北海道町村会、 
　　　　　　日本建築学会北海道支部、土木学会北海道支部、日本造園学会北海道支部、 

　　　　　　北海道都市地域学会、日本都市計画家協会北海道支部、北海道開発協会 

 

　 

　　　１８：３０～２０：３０　　シンポジウム　	

　公益社団法人日本都市計画学会北海道支部による「鉄道遺産・鉄道資産を生か
したまちづくり」と題した、今年度第２回目のセミナーとして、安平町の道の駅を取り
上げます。	
　道の駅に車両保存をしてまちづくりを考える安平町の取組と、往年の「特急おお
ぞら」の車両保存を支援する、北海道鉄道観光資源研究会のクラウドファンディング

の取組をご紹介して、鉄道遺産・鉄道資産を生かしたこれからのまちづくりを考える
貴重な機会となりますので、皆様、奮ってご参加ください。	

挨 拶　　：日本都市計画学会北海道支部　支部長　西山徳明 
講 演１ ：「鉄道文化をシンボル化した道の駅あびらD51ステーション構想」 
（18：35～19：15）   講師  安平町 地域推進課道の駅推進グループリーダー　岡　康弘 氏 
講 演２ ：「安平町の道の駅で鉄道車両を保存するクラウドファンディング」 
（19：20～20：00）　講師  北海道鉄道観光資源研究会 事務局次長　　 　　  矢野 友宏 氏 
鼎 談　：「安平町の鉄道遺産・鉄道資産を生かしたまちづくり」 
（20：05～20：30） 
 

　　　　安平町 地域推進課道の駅推進グループリーダー　  岡　康弘 氏 
　　　　北海道鉄道観光資源研究会 事務局次長　　 　　  矢野 友宏 氏 

　  コーディネーター：  都市計画学会北海道支部幹事　　松田 泰明 氏 
  （寒地土木研究所 地域景観ユニット総括主任研究員） 
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平成３０年度　第２回 都市地域セミナー	

【 問い合わせ・申し込み先 】　　締め切り２月２６日（火）	

公益社団法人　日本都市計画学会北海道支部 
副支部長　小松　正明　  
（一社）北海道舗装事業協会 
TEL ： (011)222-1921（代表）　FAX ：(011)232-3823　　	

E-mail： hpcsenmu@hoso-jigyo.or.jp 

下欄に必要事項をご記入いただき、申し込み先までメールで（不可能な場合のみＦＡＸで）お申し込みください。	

【 講　師 】 
岡 康弘　氏　安平町地域推進課 道の駅経営推進グループリーダー 
1972年 富良野市生まれ　 
1996年 追分町役場入庁 
2002年 道庁派遣 
2004年 早来・追分町合併協議会 
2007年以降 市町村合併によって誕生した安平町で総務課、企画財政などを歴任 
2017年より現職	

講演の概要：全国随一の規模で石炭輸送に賑わっていたかつての追分は、国鉄最後の蒸
気機関車基地でもありました。わがまちの往時を「昭和中期のレトロ駅舎風景」とし
て再現します。地域の観光情報、歴史・文化情報と農畜産品や加工品などの特産
品等を集結させて、町内外の交流やつながりを生み出そうという、「道の駅あびら
D51ステーション」の構想についてお話します。 

【 講　師 】 
矢野 友宏　氏　北海道鉄道観光資源研究会 事務局次長 
1972年　横浜市生まれ・株式会社北海道チャイナワークに勤務 
　　「鉄道写楽家（てつどうしゃがくか）」として鉄道がある風景を撮影することがライフワーク 
2015年　国鉄711系電車引退に際し、写真集「北海道の赤い電車」を刊行、写真展を開催。

　北海道鉄道観光資源研究会事務局次長として北海道の鉄道の魅力発信に取り
組む。 

講演の概要：北海道鉄道観光資源研究会を主体として、キハ183系特急気動車をかつての	

　　　「国鉄色」で保存するためのクラウドファンディングを実施。目標額610万円の２倍以上 
の資金を調達。この取組みの経緯や、目指すことについてお話しします。	


